
単　位　数開 講 学 年授　業　名

英　文　名

担　当　者

授業の概要

学 習 成 果

到 達 目 標

評 価 方 法

評 価 基 準

テ キ ス ト

参　考　書

留 意 事 項

開 講 時 期 必修・選択

対 象 学 生

主たる評価の

観点

定期試験 平常試験

（ ％） （ ％）

（ （） ）

オ フ ィ ス

ア ワ ー

/

1回生 2単位

春学期 必修

本講義は仏教の起源である開祖ブッダの時代に遡り、彼の生き方とその教えを中心として概説することにより、ブッダが

残した「宗教真理」が我々の心の糧として、我々の生きる意義を示していることを理解させる。「宗教とは何か」「仏教

成立の時代背景」「ブッダの生涯」「ブッダの教え」という４つのテーマの下に、宗教観、仏教という宗教誕生の必然性

、仏教の開祖ブッダの生涯、ブッダの教説（四諦説・縁起等）を概説する。

１）建学の理念を理解する。

２）仏教の宗教真理である「苦悩」の理念を自らの問題として理解する。

３）仏教の宗教真理である「縁起」の理念を自らの問題として理解する。

■筆記試験　□レポート　□制作物

ブッダの教え

現代家政1回生、食物栄養1回生

Teaching of Buddha

南　宏信

『ブッダの教え』佛教大学仏教学科　編（佛教大学通信教育部）

使用しない。

板書や講義の内容をしっかりノートに取ること。

□口述　　　□実習　　　□実技

□筆記試験　□レポート　□制作物

■知識・理解　□コミュニケーション能力　□プレゼンテーション能力　■課題発見・解決能力

■

 100 □口述　　　□実習　　　□実技

□汎用能力

後日研究室前に掲示します。

1 2



学習項目 学習内容・課題授 業 計 画

/

授　業　名

2 2

ブッダの教え

シラバスを読んでおく。(10分）

日本人の宗教観について共に考える。

（必要な準備）

（内　　　容）「宗教とは何か」

第1回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

宗教の目的と意義について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「宗教とは何か」

第2回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

宗教の分類と「仏教」の位置付けについて概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「宗教とは何か」

第3回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

ンド侵入の時期までを概説する。

仏教発祥の地であるインドの歴史を、その起源よりアーリア人のイ

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）「仏教成立の時代背景」

第4回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

について概説する。

アーリア人のインド定住と、そこに生じた新たな思想（業・輪廻）

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）「仏教成立の時代背景」

第5回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

いう新宗教誕生の必然性を考察する。

仏教の開祖ブッダ出現年代に起こった思想的変革を概説し、仏教と

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）「仏教成立の時代背景」

第6回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

いて概説する。

仏教の開祖ブッダの生涯を、誕生とその事蹟、出家以前の生活につ

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）「ブッダの生涯」

第7回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

ブッダの出家の経緯について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「ブッダの生涯」

第8回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

ブッダの出家の経緯について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「ブッダの生涯」

第9回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

する。

ブッダの「さとり」を中心として種々なエピソードを含めつつ概説

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）「ブッダの生涯」

第10回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

ブッダの教説「四諦説」の苦聖諦・苦集聖諦を概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「ブッダの教え」

第11回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

「四諦説」の苦滅聖諦・苦滅道聖諦と八正道について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「ブッダの教え」

第12回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

わるかを共に考える。

「縁起説」について概説し、ブッダの教説が現代の我々と如何に関

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）「ブッダの教え」

第13回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

ブッダの成道後の教団形成とブッダの涅槃までを概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「ブッダの生涯」

第14回

全14回授業のノートを読み返しておくこと。(90分）

考える。

講義のまとめ、ブッダの教えが現代の我々と如何に関わるかを共に

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）講義総括

第15回



単　位　数開 講 学 年授　業　名

英　文　名

担　当　者

授業の概要

学 習 成 果

到 達 目 標

評 価 方 法

評 価 基 準

テ キ ス ト

参　考　書

留 意 事 項

開 講 時 期 必修・選択

対 象 学 生

主たる評価の

観点

定期試験 平常試験

（ ％） （ ％）

（ （） ）

オ フ ィ ス

ア ワ ー

/

1回生 2単位

秋学期 必修

本講義は浄土宗の開祖である法然上人の生涯とその教えを中心として学ぶことにより、日本仏教の改革者として現れる法

然上人の「生き方」と「思想」から、我々人間としての在り方を考えさせる。「浄土教とは」「法然上人の生きた時代」

「法然上人の生涯」「法然上人の教え」という４つのテーマの下に、浄土教、法然上人出現の必然性、浄土宗の開祖法然

上人の生涯、法然上人の教説（本願念仏・浄土往生等）を内容とする。

１）建学の理念を理解する。

２）法然浄土教の「念仏観」を自らの問題として理解する。

３）法然浄土教の「平等観」を自らの問題として理解する。

■筆記試験　□レポート　□制作物

法然上人の思想と生涯

現代家政1回生、食物栄養1回生

Saint Honen's Thought and His Life

榎本　正明

『法然上人のご生涯とその教え』佛教大学　編（佛教大学通信教育部）

使用しない。

板書や講義の内容をしっかりノートに取ること。

□口述　　　□実習　　　□実技

□筆記試験　□レポート　□制作物

■知識・理解　□コミュニケーション能力　□プレゼンテーション能力　■課題発見・解決能力

■

 100 □口述　　　□実習　　　□実技

□汎用能力

後日研究室前に掲示します。

1 2



学習項目 学習内容・課題授 業 計 画

/

授　業　名

2 2

法然上人の思想と生涯

ブッダの教えのノートを読み返しておくこと。(60分）

ブッダ亡き後の仏教教団の形成について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「浄土教とは」

第1回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

部派仏教から大乗仏教成立までを概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「浄土教とは」

第2回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

浄土教思想の誕生と形成を概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「浄土教とは」

第3回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

中国での浄土教思想の発展を概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「浄土教とは」

第4回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

日本への仏教伝来から奈良仏教までを概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の生きた時代」

第5回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

平安時代の仏教を概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の生きた時代」

第6回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

日本での浄土教思想の展開を概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の生きた時代」

第7回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

誕生から出家・修学時代を概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の生涯」

第8回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

求道の遍歴から浄土宗開宗について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の生涯」

第9回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

阿弥陀仏の本願について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の教え」

第10回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

往生と成仏について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の教え」

第11回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

本願念仏から選択本願念仏について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の教え」

第12回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

念仏のこころ、愚者の自覚について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の教え」

第13回

前回授業のノートを読み返しておくこと。(30分）

念仏の興隆と法難、法然上人以後の展開について概説する。

（必要な準備）

（内　　　容）「法然上人の生涯」

第14回

全14回授業のノートを読み返しておくこと。(90分）

に考える。

講義のまとめ、法然上人の教えが現代の我々と如何に関わるかを共

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）講義総括

第15回



単　位　数開 講 学 年授　業　名

英　文　名

担　当　者

授業の概要

学 習 成 果

到 達 目 標

評 価 方 法

評 価 基 準

テ キ ス ト

参　考　書

留 意 事 項

開 講 時 期 必修・選択

対 象 学 生

主たる評価の

観点

定期試験 平常試験

（ ％） （ ％）

（ （） ）

オ フ ィ ス

ア ワ ー

/

1回生 1単位

春学期 必修

何を身につけたいか、何を学びたいか、どのような学生生活を送りたいか、各学生が考える機会にする。他の学生と考え

を交流し相互理解を深めながら、各学生の学びの方向性を明確にする。

１）コミュニケーション能力の基礎力を身につけ、他者の意見をもとに自分の意見を述べることができる。

２）プレゼンテーション能力の基礎力を身につけ、発表資料を作成することができる。

３）マネージメント能力の基礎力を身につけ、課題を発見し、必要な資料を収集することができる。

□筆記試験　■レポート　□制作物

総合基礎演習Ⅰｓａ・Ⅰｓｂ・Ⅰｓｃ

現代家政1回生

Freshman SeminarⅠ

斧出　節子・藤井　伸生・山川　宏和

『新版　大学生のためのレポート・論文術』講談社

適宜参考書を紹介する。

ゼミを通して大学でのネットワークづくりをし、楽しみながら学べる環境作りをしたいので、個々の学生の積極的な取り

組みが望まれる。

□口述　　　□実習　　　□実技

□筆記試験　□レポート　■制作物

■知識・理解　■コミュニケーション能力　■プレゼンテーション能力　■課題発見・解決能力

□

  60 ■口述　　　□実習　　　□実技  40

□

オフィスアワーは設定しますが、研究室に在室していれば対応します。どうしてもの場合は、事前にEメールしてくださ 

い。

1 2



学習項目 学習内容・課題授 業 計 画

/

授　業　名

2 2

総合基礎演習Ⅰｓａ・Ⅰｓｂ・Ⅰｓｃ

テキストを購入しておく

春学期の授業の進め方について

（必要な準備）

（内　　　容）オリエンテーション

第1回

テキストの第1章を読んでおく

文章の基本的な表記法について

（必要な準備）

（内　　　容）文章の書き方の基本ルールを学ぶ

第2回

パソコン操作を確認しておく

インターネットや学術書等からの情報収集方法

（必要な準備）

（内　　　容）自分で調べる方法を学ぶ

第3回

パソコン操作を確認しておく

ファイルを添付してメールを送る方法

（必要な準備）

（内　　　容）レポート提出の方法を学ぶ

第4回

パソコン操作を確認しておく

プレゼンテーションの実施手順について

（必要な準備）

（内　　　容）プレゼンテーション

第5回

テキストの第３章を読んでおくこと

インターネットでの資料検索方法の実践

（必要な準備）

（内　　　容）

ト検索実践演習

個人別プレゼンにむけた情報検索①インターネッ

第6回

テキストの第３章を読んでおくこと。

学術書等紙媒体からの資料検索の実践

（必要な準備）

（内　　　容）

検索実践演習

個人別プレゼンにむけた情報検索②資料(紙媒体)

第7回

個人発表の内容を具体的に考えてくること。

インターネットを含む資料検索の総合実践演習

（必要な準備）

（内　　　容）

総合演習

個人別プレゼンにむけた情報検索③資料検索実践

第8回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）

プ

個人別プレゼンテーションと討論①　第１グルー

第9回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）

プ

個人別プレゼンテーションと討論②　第２グルー

第10回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）

プ

個人別プレゼンテーションと討論③　第３グルー

第11回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）

プ

個人別プレゼンテーションと討論④　第４グルー

第12回

進路を見据えた夏期休暇中の計画の事前準備

(夏期休暇中のレポート課題発表・夏期ボランティア等紹介)

（必要な準備）

（内　　　容）1回生ゼミ連絡会

第13回

春学期の振り返りをしておくこと。

発表を終えての文章の書き方・1200字程度のレポート作成について

（必要な準備）

（内　　　容）レポート・文章の書き方(基本)まとめ

第14回

秋学期に向けての課題を考えておくこと。

秋学期に向けて課題を考える。

（必要な準備）

（内　　　容）春学期到達度確認・まとめ

第15回



単　位　数開 講 学 年授　業　名

英　文　名

担　当　者

授業の概要

学 習 成 果

到 達 目 標

評 価 方 法

評 価 基 準

テ キ ス ト

参　考　書

留 意 事 項

開 講 時 期 必修・選択

対 象 学 生

主たる評価の

観点

定期試験 平常試験

（ ％） （ ％）

（ （） ）

オ フ ィ ス

ア ワ ー

/

1回生 1単位

春学期 必修

何を身につけたいか、何を学びたいか、どのような学生生活を送りたいか、各学生が考える機会にする。他の学生と考え

を共有し、相互理解を深めるとともに、これから大学で学んでいくにあたっての基礎力を身につける。

１）コミュニケーション能力の基礎力を身につける。

２）プレゼンテーション能力の基礎力を身につける。

３）マネージメント能力の基礎力を身につける。

■筆記試験　□レポート　□制作物

総合基礎演習Ⅰｔａ・Ⅰｔｂ・Ⅰｔｃ

食物栄養1回生

Freshman SeminarⅠ

塩田　二三子・猿渡　綾子・岩佐　真代

『図解　栄養士・管理栄養士をめざす人の文章術ハンドブック』化学同人

『生物基礎　基礎をしっかり固めるトレーニングノートα』受験研究社

『化学基礎　基礎をしっかり固めるトレーニングノートα』受験研究社

適宜参考書を紹介する。

ゼミを通して大学でのネットワークづくりをし、楽しみながら学べる環境作りをしたいので、個々の学生の積極的な取り

組みが望まれる。

□口述　　　□実習　　　□実技

■筆記試験　□レポート　□制作物

■知識・理解　■コミュニケーション能力　■プレゼンテーション能力　■課題発見・解決能力

□

  60 ■口述　　　□実習　　　□実技  40

□

初回の授業で連絡します。

1 2



学習項目 学習内容・課題授 業 計 画

/

授　業　名

2 2

総合基礎演習Ⅰｔａ・Ⅰｔｂ・Ⅰｔｃ

シラバスをよく読んでおき、授業の内容を確認しておく（３０分）

テキストを購入しておく

春学期の授業の進め方について

（必要な準備）

（内　　　容）オリエンテーション

第1回

テキストの該当箇所を読んでおく（３０分）

大学でのノート作成方法・レポートの書き方について学ぶ

（必要な準備）

（内　　　容）大学でのノートの取り方・レポートの書き方

第2回

テキストの該当箇所を読んでおく（３０分）

プレゼンテーションの意味・実施手順について学ぶ

（必要な準備）

（内　　　容）プレゼンテーションの仕方

第3回

テキストの該当箇所を読んでおく（３０分）

図書館において資料の探し方を学ぶ

（必要な準備）

（内　　　容）資料の探し方

第4回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ａグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ａグループ

第5回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ｂグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ｂグループ

第6回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ｃグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ｃグループ

第7回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ｄグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ｄグループ

第8回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ｅグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ｅグループ

第9回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ｆグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ｆグループ

第10回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ｇグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ｇグループ

第11回

発表グループは発表準備をしておく（３０分）

問題集の指定箇所を解いておく

Ｈグループが与えられた課題のプレゼンを行う

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン実践・Ｈグループ

第12回

配布資料を準備しておく（３０分）

おこなう

４グループに分かれて各グループ１つのテーマについてプレゼンを

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）管理栄養士の仕事内容と役割

第13回

問題集の該当箇所を復習しておく（３０分）

前半のプレゼンの振り返りを行う（小テスト）

（必要な準備）

（内　　　容）グループプレゼン前半のまとめ

第14回

問題集の該当箇所を復習しておく（３０分）

夏休みの課題についての説明

後半のプレゼンの振り返りを行う（小テスト）

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）

夏休みの課題について

グループプレゼン後半のまとめ

第15回



単　位　数開 講 学 年授　業　名

英　文　名

担　当　者

授業の概要

学 習 成 果

到 達 目 標

評 価 方 法

評 価 基 準

テ キ ス ト

参　考　書

留 意 事 項

開 講 時 期 必修・選択

対 象 学 生

主たる評価の

観点

定期試験 平常試験

（ ％） （ ％）

（ （） ）

オ フ ィ ス

ア ワ ー

/

1回生 1単位

秋学期 必修

グループで企画を立て実践し、省察する。また、２回生以降の学びの目標をどこにおくかを考え、自分自身の課題設定を

行う。

１）資料を収集し、レポートを作成する能力を身につけ、他の学生へプレゼンテーションすることができる。

２）４年間の学生生活の基礎となるプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力・マネージメント能力が身に付く

。

□筆記試験　■レポート　□制作物

総合基礎演習Ⅱｓａ・Ⅱｓｂ・Ⅱｓｃ

現代家政1回生

Freshman SeminarⅡ

斧出　節子・藤井　伸生・山川　宏和

『新版　大学生のためのレポート・論文術』講談社

適宜参考書を紹介する。

主体的にゼミ運営をしていくことが期待される。

□口述　　　□実習　　　□実技

□筆記試験　□レポート　■制作物

■知識・理解　■コミュニケーション能力　■プレゼンテーション能力　■課題発見・解決能力

□

  60 ■口述　　　□実習　　　□実技  40

□

オフィスアワーは設定しますが、研究室に在室していれば対応します。どうしてもの場合は、事前にEメールしてくださ 

い。

1 2



学習項目 学習内容・課題授 業 計 画

/

授　業　名

2 2

総合基礎演習Ⅱｓａ・Ⅱｓｂ・Ⅱｓｃ

プレゼン資料

レポートにもとづいたプレゼン

（必要な準備）

（内　　　容）夏季レポートのプレゼンテーション①

第1回

プレゼン資料

レポートにもとづいたプレゼン

（必要な準備）

（内　　　容）夏季レポートのプレゼンテーション②

第2回

プレゼン資料

レポートにもとづいたプレゼン

（必要な準備）

（内　　　容）夏季レポートのプレゼンテーション③

第3回

企画実施に必要なことを考えておくこと。

企画に基づいた活動。

（必要な準備）

（内　　　容）企画に基づいたグループ活動①企画

第4回

企画実施に必要なことを考えておくこと。

企画に基づいた活動。

（必要な準備）

（内　　　容）企画に基づいたグループ活動②実践

第5回

テキストの第２章を読んでおくこと

ネットでの資料検索方法の実践

（必要な準備）

（内　　　容）

ト検索実践演習

個人別プレゼンにむけた情報検索①インターネッ

第6回

テキストの第２章を読んでおくこと。

学術書等紙媒体からの資料検索の実践

（必要な準備）

（内　　　容）

検索実践演習

個人別プレゼンにむけた情報検索②資料(紙媒体)

第7回

個人発表の内容を具体的に考えてくること。

ネットを含む資料検索の総合実践演習

（必要な準備）

（内　　　容）

総合演習

個人別プレゼンにむけた情報検索③資料検索実践

第8回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）個人別プレゼンテーションと討論①

第9回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）個人別プレゼンテーションと討論②

第10回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）個人別プレゼンテーションと討論③

第11回

発表内容の資料をつくってくること。

個人発表をする。

（必要な準備）

（内　　　容）個人別プレゼンテーションと討論④

第12回

個人発表の資料を持参すること。

個人発表を踏まえたレポート作成

（必要な準備）

（内　　　容）レポート・文章の書き方　(応用)まとめ

第13回

１年間の振り返りをしておくこと。

春学期・秋学期の自己到達点を考える。

（必要な準備）

（内　　　容）秋学期の到達度確認

第14回

課題を考えてくること。

２回生に向けての課題を考える。

（必要な準備）

（内　　　容）まとめ

第15回



単　位　数開 講 学 年授　業　名

英　文　名

担　当　者

授業の概要

学 習 成 果

到 達 目 標

評 価 方 法

評 価 基 準

テ キ ス ト

参　考　書

留 意 事 項

開 講 時 期 必修・選択

対 象 学 生

主たる評価の

観点

定期試験 平常試験

（ ％） （ ％）

（ （） ）

オ フ ィ ス

ア ワ ー

/

1回生 1単位

秋学期 必修

総合基礎演習Ⅰに引き続きこれからの大学での学びの基礎力を身につけるとともに、２回生以降の学びの目標をどこにお

くかを考え、自分自身の課題設定を行う。

１）資料を収集し、レポートを作成する能力を身につけ、他の学生へプレゼンテーションすることができる。

２）４年間の学生生活の基礎となるプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力・マネージメント能力を身に付け

る。

■筆記試験　□レポート　□制作物

総合基礎演習Ⅱｔａ・Ⅱｔｂ・Ⅱｔｃ

食物栄養1回生

Freshman SeminarⅡ

塩田　二三子・猿渡　綾子・岩佐　真代

『図解　栄養士・管理栄養士をめざす人の文章術ハンドブック』化学同人

適宜参考書を紹介する。

主体的にゼミ運営をしていくことが期待される。

□口述　　　□実習　　　□実技

■筆記試験　□レポート　□制作物

■知識・理解　■コミュニケーション能力　■プレゼンテーション能力　■課題発見・解決能力

□

  60 ■口述　　　□実習　　　□実技  40

□

初回の授業で連絡します。

1 2



学習項目 学習内容・課題授 業 計 画

/

授　業　名

2 2

総合基礎演習Ⅱｔａ・Ⅱｔｂ・Ⅱｔｃ

シラバスをよく読んでおき、授業の内容を確認しておく（３０分）

夏季課題を忘れずに持参すること

秋学期の授業の進め方について

（必要な準備）

（内　　　容）オリエンテーション

第1回

またその図書を持参すること

夏休みの間に選んだ図書の内容を振り返っておく（３０分）

、準備をおこなう。

各自が夏休みの間に選んだ図書についてプレゼンテーションの企画

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）プレゼンテーションの企画・準備（推薦図書）

第2回

テキストの該当部分を読んでおく（３０分）

レポートの書き方の基本を学ぶ

（必要な準備）

（内　　　容）レポートの書き方・説明

第3回

データをまとめておく（３０分）

実際にレポートを作成してみる

（必要な準備）

（内　　　容）レポートの書き方・実践

第4回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

おこなう

前半のメンバーが各自夏休みの間に選んだ図書についてプレゼンを

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）個人別プレゼンテーション・図書の紹介（前半）

第5回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

おこなう

後半のメンバーが各自夏休みの間に選んだ図書についてプレゼンを

（必要な準備）

　　　　　　　

（内　　　容）個人別プレゼンテーション・図書の紹介（後半）

第6回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループAによる夏季課題にもとづいたプレゼンテーション

（必要な準備）

（内　　　容）夏季課題のプレゼンテーション・グループA

第7回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループBによる夏季課題にもとづいたプレゼンテーション

（必要な準備）

（内　　　容）夏季課題のプレゼンテーション・グループB

第8回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループCによる夏季課題にもとづいたプレゼンテーション

（必要な準備）

（内　　　容）夏季課題のプレゼンテーション・グループC

第9回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループDによる夏季課題にもとづいたプレゼンテーション

（必要な準備）

（内　　　容）夏季課題のプレゼンテーション・グループD

第10回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループ１が個人別にプレゼンテーションをおこなう

（必要な準備）

（内　　　容）

プレゼン

個人別プレゼンテーションと討論・グループ１の

第11回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループ2が個人別にプレゼンテーションをおこなう

（必要な準備）

（内　　　容）

プレゼン

個人別プレゼンテーションと討論・グループ2の 

第12回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループ3が個人別にプレゼンテーションをおこなう

（必要な準備）

（内　　　容）

プレゼン

個人別プレゼンテーションと討論・グループ3の 

第13回

プレゼンの準備をしておく（３０分）

グループ4が個人別にプレゼンテーションをおこなう

（必要な準備）

（内　　　容）

プレゼン

個人別プレゼンテーションと討論・グループ4の 

第14回

課題を考えてくること（３０分）

1回生の1年間を振り返り、２回生に向けての課題を考える

（必要な準備）

（内　　　容）２回生に向けて

第15回


